
「書留～る」プレスリリース

平成１２年７月

報道各位 

開封確認を可能にした、安全性・確実性に優れた電子メールシステム

TM (商標登録出願中)

～近畿日本ツーリストの精算業務に採用される～

　

　

株式会社大和総研の開発した「書留～る」(開封確認機能付電子メール送付システム)が近畿
日本ツーリスト株式会社様の精算業務に採用いただきました。これにより宿泊施設と近畿日
本ツーリスト様双方の精算業務の効率化と迅速化が実現します。なお、このサービス開始は
平成12年9月の予定です

　

　

「書留～る」システムで効率化

「書留～る」システムは、請求書などその送付コストが多くかかるものを効率化する
ものです。
人件費や用紙代のかかる給与明細書や医療通知書、さらに印刷代や郵送代が多くかか
る顧客への利用明細書や請求書などにお使い頂けます。
これらの配付物を暗号化技術と開封確認技術を応用した電子メールにより、 管理者
はメールがいつ開封されたか確認でき、紛失・配り漏れを防ぐことが可能となりま
す。
また、郵送や人手による配付に比べ、ユーザに届くまでの時間も短縮されます。

「書留～る」の特徴―配信から開封通知まで―
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添付ファイルをクリックしてパスワードを入力することにより閲覧 「明細書イメー
ジ」のままで閲覧・印刷

◇信頼性の高い暗号化
信頼性の高い暗号化技術を採用し、明細書は改竄不可能。

◇一般的な電子メールソフトを使用

添付ファイルが受け取れる一般的な電子メールソフト上でそのままご利用可能。

◇紙と同じイメージの明細

従来配付されている書類と同じ「報告書・明細書イメージ」で画面表示・印刷可能。
メールを受け取った後は、オフラインでも画面表示・印刷・保存可能。

◇データの出力

file://///Public/pub/presentweb/Press/press20000719.html (2/3) [2004/11/05 17:55:06]



「書留～る」プレスリリース

タブ区切りテキストとしてデータを出力可能。

◇開封確認機能

ユーザーが開封したかどうか配信側で確認可能。

ご利用範囲 

<業務別>

❍     金融業（各種報告書）
❍     通信業（請求書、ご利用明細など）
❍     サービス業（請求書、一般クーポン、チケットなど）

<企業内利用>

❍     給与明細、医療費の社員への通知など

　

<お問い合わせ先>
株式会社 大和総研 総合企画室 広報 横山

E-Mail press@dir.co.jp
TEL：03-5620-5575/FAX :03-5620-5603
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